
患者紹介と登録の流れ 

• 今回、皮膚科に紹介した事例です。 

• 月曜日の朝に急患で来院。 

• 久慈病院の皮膚科は月・木の午前のみのた
め、すぐに予約した事例。 

 

• 北三陸ネットと医療連携室への連絡の流れを
参考まで記載します。 

久慈病院への 



１，北三陸ネットにすぐに 
新規で登録する場合。 

 いまはほとんどの患者さんは医療連携にはすぐに同意します。 

 

同意書を出して『かかりつけ医院等』に一緒にチェックして、あとは署名欄に
自筆で名前だけをサインしてもらいます。他の記載はスタッフが記入して下
さい。 

 

同意のサインのみのものをコピーして患者さんに配布。 

 

１，その後に全て記入しそれを北三陸塾の事務局にFAXで両面を送って下さ
い。（FAX 0194-52-8660） 

 

２，簡単な送り方はスキャンしてパソコンデスクトップに事務局フォルダ作り
連携させておくことで、そこに入れると自動で事務局がとっていきます。 

（この設定はフジの関口君にお願いして下さい。） 

 



 
久慈 太郎 

患者さんには 
簡単に名前だけ書いてもらう 
 
（あとで他はスタッフが記入） 

12345 



 

 
 
かかりつけをチェック。 

加入ない医院は欄外に記載。
自医院の診察券番号はここで
も表でもいいので忘れないで記
入。久慈病院は通院していなく
ても連携に〇がいいです。 
 
 

12345 



 

北三陸塾へ１，両面FAXで送信か ２，連携フォルダに入れるか 

事務局との共有 

 
 

２，デスクトップにフォルダ作成し
たらPDFでスキャンしていれる。 
（これはフジの関口くんに頼む。） 
 
 



２，久慈病院の連携室へ連絡 
 

急患でみてもらいたい場合 

久慈病院へ電話（53-6131）して医療連携室をお願いしますと。つながったら

急患をお願いしたいというと担当科の看護師さんに電話まわしてくれます。
そこで事情をいいOKもらったら医療連携室に下記書類を送って下さい。
（FAX53-6133） 

 

1,受診予約票（これは北三陸ネットからも記入できます。） 

2,診療情報提供書（これも北三陸ネットから記入できます。） 

3,これにできれば診療情報提供書を送付しますという見出しになる用紙を記
入して送ると連携室ではわかりやすいと思います。 

 

そして、この一連の操作をしているうちに患者さんには仮の情報提供してい
ますという文書を封筒に入れて久慈病院へ向かってもらいます。 

患者さんが着いて呼ばれるころには書類がすべて届けられています。 

 

 



 





 



 



 



 



紹介状や周術期等 

すべて右図のものを 

準備していますので 

ご利用下さい。 


